
須賀川商工会議所 

「 環 境 アクションプラン」 
～ みんなで取り組む、すかがわ ecoアクション ～ 

期間／2024年度（令和 6年度）～2030年度（令和 12年度） 

 

令和５年１１月２８日 策定 

１．策定趣旨                                                    

世界的な脱炭素社会へ向けた動きが加速する中、我が国は「2050 年カーボンニュー

トラル」、「2030年度温室効果ガス排出 46％削減（2013年度比）」という目標を掲げ、温

室効果ガス削減に取り組むことを宣言した。世界中でもカーボンニュートラルを宣言す

る国や自治体が急増し、須賀川市も 2023年 5月にカーボンニュートラルを宣言した。 

産業界においても、国内外でサプライチェーン全体の脱炭素化と、それに伴う経営全 

体の変容（GX）が加速しており、中小企業においても省エネ・脱炭素の取り組みは避け

ては通れない課題となっている。中小企業がカーボンニュートラルに取り組むことは、

省エネによるコスト削減、資金調達手段の確保、企業や製品の競争力向上など、経営力

強化にもつながる。 

 当所においては、平成 22 年度より「須賀川商工会議所エコプロジェクトチーム」を

組織し、省エネや食品ロスの削減等に取り組んできた。昨今のコロナ禍により一時活動

を休止していたが、活動再開にあたり須賀川商工会議所「環境アクションプラン」を策

定し、地域の中小企業による脱炭素化の取り組みを支援・推進する。 

また、プランの実行を通じて、ＳＤＧｓにおける環境分野の推進にも寄与する。 

 

２．基本方針                                                    

 企業が自主的・継続的に環境対策に取り組むためには、低コストで大きな労力を必要 

としないことが重要である。まずは身近な環境問題から取り組み、業種を問わず多くの 

会員事業所が実践できる取り組みを進め、それぞれの企業の発展的な取り組みを促して 

いく。 

 プランの策定・推進にあたっては、須賀川市が策定した「すかがわエコ実行プラン」、

「須賀川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に準じた取り組みを実施する。 

 

３．実施体制・達成目標の検証                                         

 各部会選出委員により構成する「須賀川商工会議所エコプロジェクトチーム」がプラ

ンの策定・推進をする。期間は 2024年度（令和 6年度）～2030年度（令和 12年度）と

し、期中であっても必要に応じてプランの改定を行う。 

プランでは、国が掲げる「2030年度温室効果ガス排出 46％削減（2013年度比）」に準

じた CO2削減目標値を設定し、毎年目標の達成状況について検証する。CO2排出量の算

出については、日本商工会議所が提供する「CO2チェックシート」を活用する。 

 

 



 

４．実施事業                                                     

（１）会員事業所の取り組みへの支援  

①会員事業所の CO2排出量の実態把握を支援するため「CO2チェックシート」の活用 

促進を図り、各種取り組みを通じて CO2削減を目指す 

 ②会報・ＨＰ等を通じた環境関連制度等の情報発信 

 ③省エネ診断の推奨（福島県地球温暖化防止活動推進センター） 

④日本商工会議所「地球温暖化対策行動宣言」登録推奨 

⑤福島県「ふくしまゼロカーボン宣言」参加推奨 

 ⑥東京商工会議所「eco検定（環境社会検定）」の受験推奨 

⑦環境問題や省エネに関連したセミナーの開催 

 ⑧環境対策先進企業等視察会の実施 

 

（２）地域・行政等と連携した取り組みの推進  

 ①行政・関係機関と連携した各施策、キャンペーン等への協力 

 ②環境対策に取り組むための支援施策等の要望 

③須賀川市「ＳＤＧs宣言パートナー制度」認定推奨 

 

（３）商工会議所事務局内の環境対策活動の推進  

①「CO2チェックシート」を活用しエネルギー使用量の見える化を図り、以下の取り 

 組みを通じて 2022年度（令和 4年度）※直近実績 比「年 2.2%」の CO2削減を目指す 

 ・省エネ機器（空調設備、照明器具、コピー機等）の導入 

 ・会館内での不要時消灯の徹底や待機電力の削減 

 ・事務室や会議室の空調適温化（夏 28℃、冬 20℃を目安） 

・クールビズ、ウォームビズの実施 

・コピー用紙の使用量削減（資料ペーパーレス化、両面印刷、裏面再利用等） 

 ・使用済み封筒の再利用 

・懇親会の発注量見直し等による食品ロスの削減（フードアクション 10の推奨） 

 ・エコドライブの推奨（急発進・急加速の排除、駐停車中のエンジン停止等） 

・近距離の用務は自転車や徒歩での移動 

 ・マイバッグ、マイボトル、マイ箸の推奨 

・給湯室、トイレ等における節水の徹底 

 ・３Ｒ（Reduce・Reuse・Recycle）の推進（ごみの減量化と分別による再資源化） 

②人材育成（職員への環境教育） 

・環境、省エネ関係セミナーへの参加推奨 

 ・東京商工会議所「eco検定（環境社会検定）」の受験推奨 

 

 

 

 

【須賀川商工会議所エコプロジェクト】 


